
「さかむけが剥けちゃったので絆創膏をください」

「机におでこをぶつけました」

「給食をこぼしてしまったので着替えを貸してください」

・・・小学校の保健室では、体調不良・けが・着替え・トゲが刺さった・・・など

など・・・いつもたくさんの子どもたちがやってきます。

そんな中、とくに養護教諭が気になるのは・・・

休み時間になると、特に用事はないけれど、なぜか

毎日ひとりでふらっとやってくる子

・・・体調もよさそうで、顔もニコニコ、そして楽しそうによくしゃべ

ります。私たち養護教諭は、そっとこのような子を見守り、気にか

けます。

ケンカして、教室にいるのが気まずい・・・気の合う友達がなかなかできない・・・

中学生や高校生も同じなのですが、自分の席についていればよい「授業中」よりも、それぞれが自

由に過ごす「休み時間」のほうがむしろ居場所がなくて辛い・・・そんな子どもたちがいます。

保健室は、そんなこどもたちの心の居場所になってあげるための場所でもあります。
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「人生の冒険の旅」に出たばかりの子どもたち。

「この子には乗り越える力があるんだ」と信じて、粘り強く接してあげたいですね！

※心配なことがあればいつでも「保健室」にご相談ください。


